
仰

い

ま

な

お

高

三

諜

極

完

れ

で

わ

る

@

K

4

州

に

敬

語

現

場

町

長

い

悼

酷

か

ら

縄

返

山

叫

し

州

た

手

校

運

営

滋

H
事
殿
揖
線
上
一
一
膳
恕
市

川

立

ア

六

椙

構

造

品

、

完

全

d
会
樽
自

問

研

究

の

結

百

聞

と

し

で

き

邑

さ

れ

て

い

る

。

川

乙

れ

は

学

校

~

震

の

芸

を

、

一

姦

谷

川

経

寺

一

震

の

袋

品

、

空

気

淳

、

懲

往

時

制

が

翌

日

拙

太

子

の

縦

鳩

宮

跡

に

建

で

た

八

角

川

円

蛍

〉

の

構

山

却

に

な

ぞ

岳

写

え

ザ

ふ

費

約

組

ぷ

州

窓

て

た

も

の

で

よ

口

安

之

は

こ

れ

で

謹

川

本

方

針

を

決

定

、

職

員

会

議

官

ふ

検

討

、

後

去
月
七
百
に
開
催
お
れ
た
授
受
諾
臨
肝
機
関
す
な
わ
ち
お
医
者
さ
ん
に
支
払
霊
ま
た
は
賢
治
義
警
受
け
て
お
え
て
約
七
手
五
百
入
と
な
皇
子
@
こ
仰
は
学
年
主
任
と
現
湯
蓄
に
一
任
す
る
と

時
金
で
、
「
老
人
の
慰
問
控
の
助
成
に
立
伝
摂
控
の
う
ち
、
自
己
負
担
と
さ
れ
〈
必
要
が
あ
り
ま
す
。
の
た
め
に
底
接
的
に
必
要
と
な
る
底
捜
一
一
い
う
や
担
方
で
、
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

関
す
る
条
例
」
の
一
霊
長
と
補
正
て
い
る
部
分
宇
治
が
か
わ
っ
て
ま
六
十
八
歳
以
上
の
方
で
、
あ
乏
に
霊
室
、
当
初
予
算
主
要
字
問
呼
ん
で
い
る
。
重
量
一
一
ヱ
t
九
年
間
に
は
多
く
の
獄

事
誌
が
可
決
さ
れ
、

ζ
れ
ま
で
七
十
代
老
人
が
ま
し
て
室
に
か
か
れ
対
象
と
な
っ
た
八
は
も
ち
ろ
ん
、
ず
で
七
万
円
、
去
の
補
正
警
二
千
六
山
喜
d

ん
は
雲
市
出
身
、
生
家
は
農
い
出
が
あ
る
が
、
一
議
官
労
主
富
市

歳
以
上
で
あ
っ
た
老
人
需
品
聞
の
助
成
る
よ
玄
つ
に
し
告
が
、
手
段
ぺ
蓄
の
に
対
設
と
な
っ
て
い
る
人
で
も
古
月
が
百
五
十
万
円
を
計
上
、
こ
の
ほ
か
に
事
川
護
誼
類
販
売
業
、
図
書
女
の
長
国
間
。
立
霊
童
立

γ移
管
し
た
時
、
賛
否
荷

(
無
料
化
)
が
、
七
月
一
円
か
ら
は
六
助
成
制
度
で
す
。
事
薪
白
時
期
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
慈
悲
帝
を
ぎ
り
9
と
…
一
億
円
近
い
数
字
削
諌
饗
り
か
た
わ
ら
丹
沢
一
筆
習
建
司
を
じ
論
が
つ

T巻
く
中
有
二
年
去
の
間
に
職

ム
ア
八
歳
に
ま
玄
引
き
宇
げ
ら
れ
る
こ
と
必
要
緩
覇
聞
は
約
一
一
億
即
日
改
め
て
字
続
き
を
と
っ
ザ
ど
背
さ
い
a

と
な
り
ま
す
。
ち
な
み
に
昭
如
四
-
寸
八
開
て
い
た
父
親
か
ら
ぶ
曹
の
無
い
者
は
一
員
会
簡
を
言
問
以
上
、
撤
夜
会
蹴
ぼ
あ
た

に
な
り
宇
υた
。
と
の
制
度
の
趨
尽
室
世
け
る
に
は
、
な
お
国
民
俊
康
保
険
に
加
A
じ
て
い
る
年
度
の
医
療
費
助
成
の
撲
滅
主
す
ま
す
制
学
つ
だ
っ
が
止
ら
ぬ
」
と
強
く
勧

d
i
a
l
-
-
d
bま
え
一
、
い
く
度
も
バ
ラ
ッ
ク
校

社
会
保
障
の
な
か
で
き
日
本
主
量
産
話
ほ
か
に
「
老
人
一
最
安
定
、
市
の
方
で
一
括
手
続
会
長
取
D

と
、
件
数
で
は
五
万
六
千
二
百
四
十
余
川
め
ら
れ
、
県
立
一
平
塚
雲
か
ら
県
り
の
…
舎
に
号
室
、
撃
の
き

皇
れ
て
い
る
在
、
岩
人
に
対
す
る
受
給
者
証
」
ま
た
は
「
老
人
暴
露
ま
す
の
で
一
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
件
、
金
額
に
じ
て
逗
五
平
豆
ハ
万
八
山
室
襲
撃
議
事
基
時
三
祭
じ
な
芸
人
。
義
の
揖
を
く

2

保
障
で
あ

YEい
わ
れ
て
い
ま
す
。
社
成
受
給
賢
母
裂
を
髭
蹴
蓄
の
窓
口
署
市
内
白
七
十
歳
以
上
白
書
天
は
見
と
な
っ
て
い
ま
す
。
老
人
の
護
側
成
京
空
振
り
出
し
に
大
捕
(
一
一
一
校

F
八
好
つ
去
の
す
わ
っ
た
ザ
ッ
ク
パ
一
フ

会
の
第
一
線
言
語
合
と
つ
に
書
し
な
け
れ
ば
な
b
ま
せ
ん
。
そ
約
六

E、
と

皇

室

喜

美

恵

宣

明

る

芸

事

5
2
1旭♀
塚

γ南
署

員

同

…

ン

白

金

加

え

て

、

一

塁

で
ま
ず
震
と
な
/
心
の
は
、
い
か
に
し
の
た
め
に
は
あ
ら
か
じ
め
市
言
語
十
八
議
ま
で
拡
大
す
る
F
千
五
百
人
増
は
、
必
要
か
か
せ
な
い
襲
で
7

9

M

M

輩
筆
収
量
て
、
警
霊
園
田
咳
…
な
皇
室
霊
平
急
性
経
か
ら

で

生

活

を

た

て

て

い

〈

か

と

い

う

一

所

得

州

警

助

教

授

と

な

っ

た

が

、

戦

後

利

た

幸

…

反

対

事

急

時

へ

の

来

、

県

立

の
閥
抗
uur室
長

一

急

轄

と

し

よ

留

に

盤

審

務

い

饗

…

時

時

一

一

枯

れ

日

…

即

日

以

諮

問

柑

十

時

軒

れ
て
き
た
社
会
的
な
警
と
の
滋
い
は
老
人
対
策
に
は
ま
三
分
け
て
一
一
つ
三
努
力
空
じ
て
い
き
た
い
と
支
ま
声
を
か
け
あ
っ
て
精
神
的
長
一
そ
あ
山
内
寸
出
教
事
か
ら
市
造
業
高
校
一
勧
毛
日
収
拾
し
草
壁
大
き
い
。
高
校

あ
る
に
し
て
も
、
欧
米
諸
国
か
ら
一
比
べ
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
a

弓

は

警

的

す

。

げ

さ

と

が

大

事

で

し

ょ

う

e

m

(

定
時
制
〕
校
長
、
そ
し
て
県
教
…
官
官
古
一
長
か
ら
中
毒
虫
を
あ
っ
さ
り
引

る
と
、
年
金
を
は
じ
め
と
じ
4

総
合
的
安
定
有
は
か
る
た
め
の
年
金
制
度
安
一
取
り
仲
間
切
』
う
心
の
品
開
な
お
、
市
内
に
は
ね
た
吉
一
老
人
が
士
同
庁
紅
会
教
育
費
立
野
i
点
数
一
縛
一
き
受
け
た
宮
、
こ
だ
わ
ら
ぬ
人

な
老
人
福
祉
施
策
が
一
段
暴
れ
て
い
売
と
最
寄
霊
祭
-
雪
、
も
う
五
過
ぎ
去
っ
た
い
に
し
え
の
忠
二
百
五
十
余
人
、
一
会

tの
老

人

山

事

喜

子

長

室

霊

と

e

努
…
柄
空
物
語
っ
て
い
る
。

妻
。
豊
富
起
る
ア
ン
ケ
ー
ト
一
つ
は
導
的
安
定
を
は
か
る
た
め
む
い
出
に
ふ
皆
、
家
に
閉
じ
こ
も
品
苦
手
余
人
い
ま
す
が
、
ζ

れ
ら
の
間
宮
、
現
在
主
義
喜
一
千
円
i
F
i
j
iム
婆
キ
ヨ
さ
ん
日
ホ
O
)
と
一
は
一
一
十
八

調
査
が
空
空
の
最
大
忠
告
「
名
生
き
が
い
の
問
題
子
。
ち
で
一
、
モ
れ
で
い
て
霊
肉
玄
果
た
す
方
々
は
孤
独
や
鍵
鹿
島
警
富
田
川
九
年
余
。

ζ
の
間
幹
部
候
補
義
雲
受
殺
の
時
、
大
露
代
奪
三
在
宅
結

後
白
不
安
と
じ
て
い
る
事
実
在
み
て
季
語
一
密
警
的
安
定
に
つ
い
富
も
な
る
江
主
主
義
人
に
と
な
生
活
伊
返
っ
て
い
ま
す
の
で

J
g
m
け
玄
陸
軍
少
尉
。
器
十
七
年
応
召
、
中
婚
。
応
召
議
台
数
需
品
震
に
転

も
、
と
れ
ら
老
人
対
襲
、
わ
が
国
の
芸
、
年
金
の
ス
ラ
イ
ド
制
の
見
直
し
っ
て
は
、
「
心
の
病
気
」
に
お
か
京
れ
に
積
極
的
な
援
助
主
要
と
し
て

E
T
-
-北
蓄
量
、
小
輩
会
議
書
む
語
学
守
つ
言
、
れ
た
こ
の
萎
と
軍

基
探
障
の
期
間
も
緊
急
な
重
で
あ
る
が
大
雪
叫
は
札
、
重
や
差
益
る
こ
ま
L
ほ
な
で
す
。

7
。

川

・

陪

車

中

大

尉

と

な

担

、

童

生

活

侶

庁

で

で

、

表

彰

式

に

嘉

で

き

患

は

う

む

と
い
え
宇
レ
ょ
う
。
の
上
手
向
上
長
合
っ
た
も
の
に
羽
市
で
は
去
の
対
策
の
一
つ
と
し
て
者
高
齢
化
役
会
が
く
る
ヴ
護
運
、
ふ
た
た
び
救
援
に
立
ち
古
か
っ
た
が
、
霊
が
に
の
警
薬
会

涯
療
費
助
成
の
必
婆
役
主
げ
ら
れ
る
よ
う
、
露
も
祉
会
保
人
ク
÷
フ
グ
(
原
則
と
し
て
六
十
歳
以
上
老
人
街
章
、
量
産
白
問
題
で
川
に
お
よ
ぶ
。
一
一
か
高
に
八
十
一
一
一
で
一
貸
し
た
の
が
強

弓
と
し
て
、
言
言
が
け
て
陪
和
的
に
取
り
組
事
P
と
じ
て
い
ま
す
む
で
支
ク
ラ
語
、
警
官
一
十
器
に
よ
れ
は
、
十
四
歳
以
下
の
若
年
里
山
指
重
量
司
社
会
話
膏
震
の
建
て
れ
も
成
人
。
今
回
出
表
彰
は
謡
い
時
d

九

四
十
霊
祭
主
人
底
捜
費
の
助
成
市
に
お
い
て
も
、
い
ま
の
老
人
た
ち
が
体
、
七
千
一
更
す
の
会
員
が
い
て
宇
美
十
五
震
以
上
白
露
蓄
の
州
事
レ
、
家
重
膏
シ
2
1
2襲
警
ゃ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
だ
ち
控

室
喜
っ
て
き
主
た
。
諸
宗
主
自
分
た
ち
で
一
華
街
捷
い

τき
た
高
そ
れ
ぞ
れ
空
白
務
ぼ
く
は
も
ち
る
ん
割
合
は
、
昭
和
田
ム
五
年
に
一
手
六
山
道
姿
胃
の
費
量
な
ど
由
業
績
は
、
や
っ
て
お
れ
ば
、

老
控
室
主
に
、
老
人
が
、
主
と
も
度
経
世
成
長
白
犠
牲
に
な
ら
な
い
4
コ
関
芸
・
乏
マ
書
道
・
絵
空
と
自
分
析
で
あ
っ
た
も
の
が
、
六
十
年
に
は
西
川

に
震
で
害
す
こ
と
は
必
要
京
可
欠
嵐
長
読
書
記
簡
ち
か
け
て
い
吉
の
趣
味
を
ひ
ろ
め
る
と
同
時
に
、
清
掃

0
・
品
、
七
十
五
布
、
す
な
わ
ち
畠
叩

な
要
素
で
あ
り
ま
す
が
、
老
合
意
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
等
の
社
会
器
産
主
行
っ
て
、
な
に
暦
二
千
年
長
ハ
回
二
訴
と
、
吉
川

現
象

γ£
っ
て
、
晶
、

rSる
機
能
が
者
ま
た
調
査
実
一
施
中
の
護
費
の
震
か
や
る
に
と
に
よ
っ
て
呂
分
た
ち
の
一
生
ろ
く
べ
き
数
字
に
な
る
乙
と
が
予
想
さ
山

し
く
一
低
下
し
、
病
気
に
か
か
る
草
書
に
つ
い
て
は
、

ζ
れ
が
充
実
喜
と
医
き
か
い
を
ぶ
つ
け
て
い
妻
。
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
高
齢
化
社
香
川

壮
年
む
そ
れ
に
比
べ
て
き
わ
め
て
高
く
者
白
窓
口
が
老
人
で
う
よ
宮
、
ベ
y
ト
よ
く
老
人
ポ
ケ
と
h
b
2一一白葉室
d

き
や
っ
て
〈
る
と
い
う
勝
じ
で
す
。
川

そ
の
病
気
長
合
的
で
霊
童
期
間
が
お
人
に
占
め
ら
れ
て
し
ま
う
と
い
う
ま
す
が
、
人
間
は
年
を
と
る
に
し
た
が
考
会
議
鮪
料
化
の
拡
大
役
雲
川

に
わ
た
る
の
が
許
一
一
涜
で
す
。
し
か
し
な
見
方
も
あ
り
ま
す
が
、

ζ
れ
ら
は
老
人
っ
て
高
部
疋
症
や
低
血
霊
法
曹
の
影
響
に
、
市
民
一
人
一
人
が
一
部
と
な
っ
て
州

が
ら
、
大
部
分
の
老
人
は
国
民
露
出
問
自
身
の
総
合
的
な
議
室
夕
、
十
分
で
脳
の
働
き
が
か
わ
っ
γ
ど
る
と
い
わ
お
と
」
ふ
り
自
身
山
元
自
分
が
ど
っ
し
川

換
の
被
保
険
者
か
、
ま
た
凶
民
間
社
そ
む
で
き
な
い
か
ら
生
じ
て
く
る
問
題
で
あ
れ
て
い
苛
す
。
古
い
記
情
は
志
れ
な
い
、
た
ら
社
会
に
解
け
込
め
る
か
を
、
膏
社
側

他
の
健
康
震
襲
撃
者
で
、
病
気
る
と
も
考
J

え
ら
れ
ま
す
白
て
ま
ず
鑓
だ
か
ら
一
親
義
う
と
喜
劇
の
尊
さ
な
雲
は
ど
己
た
ら
老
人
を
し
あ
わ
せ
川

に
か
か
っ
嘉
台
、
憲
章
一
一
雲
閣
聞
を
第
一
に
、
普
段
容
量
置
に
十
ど
、
宗
撃
は
は
っ
き
り
し
て
い

τ
に
で
き
る
か
を
、
真
剣
に
芝
、
そ
し
山

富
負
担
し
注
げ
れ
ば
な
主
せ
ん
Q

F

蓄
を
警
、
関
空
偲
人
個
人
に
も
、
で
い
と
と
、
時
代
の
変
化
な
と
て
将
来
と
も
老
人
票
闘
を
は
っ
て
佐
川

護
霊
許
費
白
雪
孝
一
位
な
ど
に
「
申
圧
す
ぎ
の
健
康
管
理
の
大
切
さ
」
に
績
を
に
く
え
す
ぐ
に
頭
か
ら
き
て
助
け
る
社
会
暴
く
に
は
ど

E
M

頼
っ
て
い
る
現
状
に
お
い
て
は
、
医
践
を
は
っ
き
白
認
識
し
て
も
ち
い
、
「
か
去
の
J

や
す
く
な
b
ま
す
。
む
ず
か
し
い
た
告
ぷ
い
か
昔
、
い
っ
し
ょ
に
ラ
卒
、
川

費
ま
で
も
手
供
の
世
話
を
受
け
る
ζ
と
島
だ
め
ζ
と
は
悪
〈
な
る
ま
で
気
仁
レ

ιι
で
す
が
、
家
庭
が
社
告
が
、
み
ん
い
き
た
い
と
患
い
ま
す
。
酬

が
民
離
と
な
っ
て
い
ま
す
@
そ
乙
交
感
な
い
」
老
人
の
一
風
習
手
段
D
扶
い
て
間
引
な
で
恋
人
の
心
在
理
解
し
、
均
瓦
い
が
(
医
援
費
助
成
の
詩
的
問
は
近
話
に
〉
削

ψ 

〈草月

生
き
が
い
2
2
ぞ
れ
は
お
と
し
よ
り
に
}
努
大
切
な
も
の
。
そ
し
て
笑
顔
も
;

償
問
の
知
事
費
彰

ば
一
一
一
月
二
十
九
日
行

わ
れ
、
各
界
か
ら
選

ば
れ
た
八
十
四
名
、

:
二
回
揮
が
設
FdHれ

ふ

た

J
一
っ
ち
学
校
教
育

3

開
問
問
中
ハ
名
、
社
会
薮

1
賛
同
開
日
明
ニ
名
だ
が
、

二
特
に
古
谷
さ
ん
は
混

場
に
お
け
る
多
年
の

苦
労
と
功
績
が
認
め

島
れ
た
も
の
と
し

τ

関
係
方
掻
の
共
躍
を

長い教員生活苦ふむかえって鰭る古谷先生

っ
て
い
て
ミ
れ
る
。

C
の
有
り
難
い
思
い

や
り
を
窓
れ
干
占
は
い

け
な
い
と
思

P
と

諮
っ
て
い
る
。
線
開
闘

の
怠
芋
だ
が
癌
は
ダ

メ
。
部
量
六
z

中自
d

身
長
一
・
六
一
一
一
討
。

黍
唱
間
百
号
底
部
な

も
体
ん
戸
、
己
と
は
な

い
と
い
う
。
史
で

て
開
せ
ず
』
が
信

条
。
六
十
一
歳
v
窃

器

禁

聖

書

原

て
一
一
一
一
一
台

〈
文
明
名
禽
信
鎚
・

間
報
宅
一
一
タ
j
ι
v



3名

固定市販問3月末円まで、伝午前8Rヨ[.30

分~件後5時まで

⑨ 37歳以下の女子仁保母出品、なぐてもよいコ

※応募締切りはいずれも 5月25白。市

販履歴書〈写災をはったもの〉を市

役所綴異言葉へ。

T官渓守題談議/市役所 (22)1700代

一般法手書J卜民談ー弁議士。喜正月第 3火曜日・ 13時~16碍亡人数見 (j)

人権世、厚斗官談・人権擁護委員骨 iil月第1土曜日・ 13時 ---161時
行政苦情梧談 e 行政相次員咽自主月第 1:土居臼・ 13時~16時

登記相談移言111ミ醤土，区月第 2 金理臼 '13時~16í時

宅地建物相談・弁護士・毎月第1金晦日 .13醍十、.16時亡人数制Ijs目白〉
心症Eむと相談昭民生議員。得月第1、第3月閣呂，日時----15時
高齢者帯ぷ塁手百談・県社会福祉協議会職員歪*"寵日.5i盟め仁.10司、
発明考案 f特討 J 相談・弁理士・毎月第 2;車告の月曜日・同時~15~待
下請取引巡回あっせん・県工業l反興長崎員毎月第3木題目13i!ち--162，'1;
泊費生、首相談，消費生活コンノレ虫ジト B 吉正i毘泣く曜日・]日碍

教響研究所毅談室主
教育相談，教育研究所職烏 a 丹市翌日を徐〈毎日，号持~15.，年

。受付帯鶴田欝いてあるもの以外[剖自談開絡時間かb受付

くださ
事襲被害事務所紹談皇室
母子相談・母子閑談員・平日、日待----15持部分"
家庭氾章氾談・家庭!'ê，.~草木目談員・平目、 日時~1由時，

務少年額談窓/務少王手課内

る

脊少年相談，青少年相談員・平日、 9時~16日寺・常設

空襲設綴談窓/潟F草地主主行童文センター (22)271H¥': 
教育相談.ru;~月，水・金・土議白・ 9 時~17時

交通事故相談・ f立週水CITI 尽・ 10時~16持 E 呂時半受付〉

2建物相談・師月?苔 1 金ー 10J寺~16時 (8時半受付沿革E有〉

揮相談ー毎月第2、摺3、第4金l連日・ 13時 -16蒋
(8時三一受付人教制限有〉

内職相談，毎週fく限目、木n彊臼・ 2時~16帯

高齢者離業相談，毎月第七第 3 木曜日・ 1C時~16時



上平塚公民鎗

駅前広場

務訪神社境内

辻屋公便宜宮

海岸地区町会館

八噛公民館

中原公民館

量豊田打間木公使館

二七屋公民館

構内公民館

主貴島公民食官

病弱公民館

金田公民館

須賀公民館

出縄公民主宮

高浜台自治会館

構内団地築会場

盤士見余震当龍

謀議公民鎗

中原ノJ根底

宮沢公民館

主軍部£集会議

声主宰公民館

南原公民館

呈華街公民館

E吉沢公民館

田村集会場

武島青年会館

7，LlJ瀬集会携
長柄!日童館

花水公民宣告

旭公民館

須賀公民蛍宮

武神集会場

用
怒
し
で
あ
る
が
、

な
点
は
税
務
署
に
お
た
ず
ね
hr九

百一行
t
d
ぷ
議
の
白
同
紙
は
、
説
話
器
に
バ
ヤ
一
円
。
。
内
線
七
一
九
U

円
安
っ
て
い
る
室
の
警
か
ら
ま
と
ま
E
の
あ
る
魅
力
に
加
え
て
、
同
議
づ
ノ
ト
b
だ
と
お
も
う
。
民
間
近
、

主
の
駅
民
口
再
開
発
は
、
絞
め
て
慰
誤
議
・
文
把
筋
設
に
い
た
る
ま
で
む
促
返
協
議
ム
叫
が
P
R用
に
「
再
開
発

擦
な
事
業
で
争
句
協
調
号
必
要
で
あ
る
む
さ
長
に
流
通
ニ
ュ
ー
ス
」
鍔
一
号
空
発
行
し
て
権

都
市
計
簡
は
「
街
づ
く
り
」
と
い
ま
の
蕊
漢
を
考
え
る
と
、
デ
パ
i

利
者
の
み
さ
口
ん
に
配
布
、
ど
ん
が
、

わ
れ
で
い
る
。
薬
の
都
市
計
闘
事
ヒ
只
l
パ
1
、
専
門
屈
と
む
ゑ
臼
ニ
ト
促
進
協
撃
さ
委
嘱
の
コ
ン
サ

廷
は
、
首
脳
a
n
川
目
隠
呼
の
公
良
縮
技
布
の
ク
ン
セ
y
ト
方
式
が
、
相
官
ょ
の
ル
タ
ン
ト
お
よ
び
市
町
一
J
Aが
一
体

市
内
須
廷
の
市
家
で
、
平
塚
の
1
d

努
立
が
通
じ
て
、
わ
が
同
文
叱
の
肉
永
〈
M
M
存
の
み
ち
P
Aじ
、
市
民
白
山
ふ
津
川
崎
し
て
き
だ
が
、
民
間
の
建
物
問
引
力
左
端
さ
ま
と
い
わ
れ
て
と
な
白
、
重
の
量
に
繁
叩
の
努

り
と
す
る
雷
鳴
の
大
家
問
中
烹
引
先
上
に
多
大
の
詫
市
附
さ
れ
た
と
必
殺
回
開
制
に
科
し
た
い
4
1
え
で
あ
る
。
が
ふ
聞
に
よ
っ
系
議
し
て
き
た
こ
い
る
。
カ
が
傾
け
て
い
る
と
乙
ろ
だ
G

生
か
ρ
八
十
日
目
の
午
捻
の
作
河
川
室
山
に
よ
白
、
朝
五
帯
双
光
均
い
皐
受
託
先
牛
一
は
お
之
官
宅
、
詩
作
に
、
後
?
己
は
な
い
。
つ
ま
り
ん
つ
街
守
一
く
む
」
再
摘
発
ム
」
山
手
術
で
あ
る
o

相

ヴ

の

×

〉

〈

と
め
て
お
く
d

と
の
お
考
え
か
ら
、
の
同
袋
内
に
浴
喜
れ
た
。
と
の
栄
営
あ
港
者
の
指
持
に
心
血
冷
廷
が
れ
て
い
で
な
く
コ
ペ
っ
く
D
」
で
あ
っ
た
。
信
明
と
磁
力
が
な
く
て
法
的
滋
し
な
一
一
一
月
中
に
、
照
廊
フ
ク
ス
ケ
か
通

代
費
作
品
を
コ
芸
イ
ブ
版
に
収
め
る
言
去
に
、
白
か
ら
冥
加
害
品
。
わ
が
凶
霊
界
の
た
め
今
後
一
欝
韓
議
欝
欝
襲
欝
欝
麗
藷
欝
議
議
欝
欝
鐘
襲
藷
覇
欝
翠
議
襲
警
げ
γミ
秀
作
差
点
が
、
作
者
か

た
疑
霊
司
読
書
民
主
右
京
年
騒
の
中
か
ら
十
八
去
選
出
し
『
真
壌
の
え
躍
を
析

~PRC乙
是

正

;

三

番

8
3
j
j
j豆
議

鷲

議

議

E

島
市
に
お
開
き
れ
ち
ζ
乙
に
市
民

の
一
月
に
警
出
版
さ
れ
だ
製
品
設
と

r}一
一

色

言

語

さ

れ

民

主

君

主

謝

い

ち

た

い

。

欝

:

'

弘

鐘

欝

鶏

均

一

一

の

み

な

さ

ん

に

む

紹

介

空

じ

え

感

替
の
h

季

語

家

の

福

田

慢

だ

車

言

語

の

数

々

は

、

先

×

×

襲

撃

警

護

室

襲

撃

ぷ

r議
室

謂

搬

の

雲

し

た

い

。

雲

、

ζ
白
書
喜
一
三
先
生
告
郷
土
霊
長
せ
ら
れ
た
雲
市
民
主
「
警

zib--F議襲
撃

警

立

高

認

識

さ

8
0
5
0

の
最
も
一
得
者
と
す
る
警
は
伺
去
の
結
晶
で
あ
え
私
量
り
む
な
ど
っ
な
っ
て
い
る
の
か
」
と
い
長
欝
い
い
か
れ
機
議
議
欝
議
嚇
網
棚
議
室
詰
出
家
青
山
譲
需
夫
人

捕
@
行
卒
、
い
ず
れ
か
一
望
し
て
演
だ
い
し
た
の
で
あ
る
。

i
gしは
零
υ
る

。

警

官

養

護

襲

警

;

と

で

悶

爾

岳

会

言

語

毛

主

主
義
一
の
妻
主
主
暗
号
室
作
品
は
、
昭
如
七
年
(
四
十
平
議
官
地
区
一
帯
喜
空
襲

J

U

¥
計

一

亙

議

議

義

人

?

臨

時

史

主

崎

市

に

お

雪

い

で

雪

。

て
い
る
。
器
室
長
に
お
い
て
替
の
量
一
言
霊
長
で
、
ピ
ん
を
つ
く
b
、
広
場
を
つ
く
畿
新
警
襲
警
監
察
欝
欝
譲
議
蹴

J

謝
料
館
一
一
一
十
二
皇
室
襲
出
発

も
、
宣
言
語
芸
品
聖
歌
)
か
ら
、
昭
和
申
込
〈
八
イ
白
、
人
ゃ
君
託
宣
く
し
、
使
畿
機

d
d
g叫
叶
え
対
必
議
議
場
二
車
日
の
「
山
峡
」
ハ
喜
一
一
一
O
E
F
J
U

。

れ
、
需
と
に
け
お
ど
し
が
き
暴
言
語
審
」
縫
製
怒
宅
一
魅
力
あ
る
環
境
を
つ
く
b
守

護

ミ

ト

十

代

一

以

島

譲

よ

F)酢
作

者

は

重

要

畳

間

安

芸

れ
る
が
、
そ
う
い
う
も
の
は
や
が
て
む
い
た
事
号
、
い
ず
れ
も
、
立

2が
喜

重

で

あ

る

。

襲

撃

議

議

議

議

議

と

…

側

、

比

氏

。

答

品

に

お

注

罪

で

あ

る

。

?
で
君
主
主
持
に
な
っ
皇
族
に
仕
立
て
ら
れ
た
霊
会
ハ
と

2
2
Eは
、

蓄

が

一

ジ

通

審

議

欝

襲

γ

一

立

:

室

長

重

一

一

一

言

。

2の
需

震

か

改

め

て

一

嘉

飽

ニ

一

泊

了

軍

事

番

号

事

お

話

さ

れ

て

い

る

、

夢

区

欝

畿

襲

撃

畿

Y
/ぷ荷
作
者
は
一
協
会
会
友
の
謀
長

審

へ

露

と

き

E
喜

じ

て

会

帖

で

あ

る

。

霊

会

央

委

人

選

在

籍

ヨ

ヨ

鍾

麟

離

ム

J

亘

氏

。

之

君

主

主

雪

。

疑
わ
な
い
い
と
誠
べ
て
お
主
る
e

私雲は乙

zζι戸に」
量
先
霊
生
の
宮
む
壮
基
準
主
て
示
い
る
、
商
震
路
と
長
往
詰
湾
票
が
ど
一
渓
所
に
短
な
譲
磯JLJ片

問思中完先霊生は等審の皐叙開警で交、
L坑喜叫ぷ年だ芝宇えλ
、
市
虫
の
霊
な
主
文
作
産
綜
r主ち℃勺ぞ日て主しム久点

1~
い、ρ也ゐる、
J
ザ
そ
て
の
宝
と
に
長
ぽ
揺
師
震
枝
筆
珂
禁
が
議
饗
饗
鐘
畿
麓
譲
額
欝
鱗
静F
簸
欝
島
納
溜
献
帥
@
白
車
梅
警
雪
冷
そ
喜
」
肯
草
脊
夏
鼠
さ
に
、
点
横
埜
仁
一
辺
暫

ι短思

襲

撃

選

議

議

襲

撃

雪

量

い

白

書

を

し

て

並

ん

だ

一

夫

M

j

i

i

3

5

3

3

震
の
混
血
事
拾
い
た
「
春
」
(
一
回
一
一

M

都
市
再
開
芝
、
い
わ
ば
「
季
一
く
い
。
な
に
よ
り
も
震
君
主
や
安
一
八

0
3
。
需
一
ニ
十
年
の

ち
一
か
ら
「
街
づ
〈
之
を
向
山
る
由
悩
み
を
一
群
付
す
る

ιと
が
大
切
で
あ
混
同
展
出
口
県
作
で
あ
る
。
作
者
の
鈴
木

と
γ
る

も

の

で

あ

る

。

ど

ん

の

底

沼

地

る

。

崇

夫

(

の

pお
V
民
は
、
東
京
宗
大
卒

者
凡
有
し
、
ピ
ん
を
区
分
所
有
の
形
暖
か
い
人
関
財
閥
係
の
な
い
と
ζ
ろ
で
日
本
莞
物
院
院
友
、
部
監
は
前
面

で
斤
ち
ん
げ
う
と
い
、
一
コ
土
地
・
建
物
む
に
持
開
発
は
な
い
。
税
関
は
技
術
で
管
制
留
信
て
あ
る
。
茅
ケ
崎
市
の
む

新
し
い
所
有
の
什
万
一
で
あ
る
。
あ
え
震
で
あ
担
、
震
で
あ
る
。
出
身
で
J

私
自
小
学
校
帰
代
の
恩
師

ま
た
、
現
在
の
簡
広
活
動
は
何
人
根
気
よ
く
い
掛
川
身
に
な
っ
て
市
民
感
情
鶴
木
頭
一
先
伎
の
と
子
割
引
と
う
か
か

商
…
行
政
治
の
時
代
を
す
皆
、
商
糾
街
に
解
け
ζ
h
U
〉
吾
、
遣
は
自
ら
向
か
い
、
大
変
に
親
近
感
そ
鐙
一
え
た
。
濁

点
記
悼
の
蕗
刀
で
容
者
引
く
時
代
と
い
れ
る
に
縫
い
な
い
。
そ
の
布
石
と
な
夜
、
作
者
は
東
一
一
息
数
百
橋
に
お
仲
間
芸
い

わ
れ
て
い
る
。
図
版
街
全
体
と
し
て
る
の
が
謁
資
で
あ
b
、
P
Rで
あ
D
で
あ
る
。
(
昭
和
四
九
@
友
情
…
4
U

可~峰

{手親方法3
3篭絡所で突付けた取締Iム粛役所市民軍事

と徳見返システムヮで作成しますe

むたがって。本庁窓口と局担〈各いη拷

問でその織ぞ受付できまナ⑧

ただし、零時'"分前に受付けた場鍔球毛

8時"分"鈴でなι】と否定fすで告ません，

ま f~ ， 午後 8 時以降!二受付け危字鱒は潔

白交付となヲまナa



i昌東量豊百、構建問の一部



官舎苦言統領経害事務所人口で受付

5 Jl17日午前年塚新宿、撫子際、窟ケ京、錦町
今後 中原、東中原、都殿、新首丁、追分、

中原下宿

5月188 部オ場町、老松町、中堂、天沼、久i豆沼、応入、
卓ケ丘、八千代話、電技ケ工主

5月20日午前 F有獄、 }¥i番
午後東士、四之包

5月21日午前年採
午後タ

5月22日 午前絞谷EJ、f言法町、古庄自立、g:m了
午後 民間町、明百長打、見附問、立野町

5 PJ238 '子部 長寺町、千印可岸
午後タi陪ケ丘、皆木置丁、上平塚、須王宮、八主[C、Irr

5月24日 今奇可制ケ浜、花水台、!l1Iケ浜
午後難平、 F荒涼丘、高lJ'担当、松風iE-r

5 Jl27日 午前代官町、主主慈市J、中三塁
午後諒討占1了、安原[町、富士見IllJ，遼上ケ尽

5月31日 各指ぷ1:1¥こ都合悪かった人

名公民館で受付

工組合に加入するとつの特典があります3
1、あちZ組合(こ雪務主主助会が交付される

2、納君主総合の己主立には設立補助金1)¥交付される

3、加入者には、合に加入育成金が交付される

※そむ也、ごして;む主主主f5r~ß;&納課まで
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一溜の帝政特集記事

シ~ーズ「今月の童翼j

シ日ーズ「市長顕在欝j

カメラレポート

電車著書らん C~軍事書館だよむ〉

揮のひろば〈投警らん〉

7 教育活自談

書 シリーズ「新平揮風土記j

事 おしらせ記事

事〉

10 広告もの

。
企
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部
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十
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査
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わ
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滋
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D
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る
。
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富
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。
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叩
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説
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。
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で
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貴
重
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4
役
、
「
広
報
ひ
ら
つ
か
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に
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1
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さ
せ
又
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に
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と
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布
状
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」
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て
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内
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」
「
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の
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目
役
、
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世
帯
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の
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八
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一
一
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し
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で
あ
る
。
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な
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12月23回市民スボ-yの日

1月 5臼 欝21回市内一騎駅伝

1月128 帯主4@J市内実業団駅伝
1月13臼市民スポーツの日

1 Jl 17~218 欝23eJ市民スキー

1月21臼市民スボ-yの臼

2月168 第14回月初上マラYン大会
2月24日市民スポ-yの日
3月10沼市民スポ-yの日

3河16日 揮 5@J少年マラYンノミ《

3月23日壮年悼力テスト
3月24目 前民スボ-.::~芦百日

10月 23臼一婦人パレ~7r--JL.-大会

10月28臼市民スポ-yの日

11月 3臼 揖〈運動中虫大会

11月11日市民スポーYの日

11月24日 第11回月例マラyン大ム

11月25臼市民スボ-yの日

12月 1日 市内実業回悼育大会

12月 2~6 日 社交ダジス諮沼会

月 8沼 市内実業団体智大会

12月 9臼市民スポ-yの日

月全2台第12@JJ'!例マヨyy大会
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5月27日市民1スポ-yの3

6J'!2日壮年体力テスト

61ヲ 7~9 沼 市民主主山

5月10日市民スボーYの臼

6 Jl168 少年団スボ-y交歓会

5月沼田 市民スボー-yの日

7月 4日 婦人バレーボール大会

7月15臼市民スポ-yの日

7 月21~25日 三ラジオ荷主主語

7月初日市民スボ Yのヨ

8';時i"'4 8 t日11@)lj:'年野球大企



初
河
口
の
二
十
七
日
は
積
木
の
無
料
配
布
、
午
前
十
時
の
わ
配
帯
四
開
婦
は
は
こ
宙
人
ほ
ど
の
畏
い
列
が
官
、
宮
な

主、無料で配布〆どしたs 配布がはじまる午前

1 0時前には、およそ20 0人の王追い列。帯
主遣の苗木をもらって祭主買を見せていたo 一方

緑化まつDには、植木市に人気があつまり、
1宏、 2京と貰い求めふカ;$く昆うけられ
tc.また、僕範!EJ]童やフラクーシヨ}にもは
ぎわいを見せ訪れた人の日を燕しませていた

汗ばむほどの太療の下。殺と花むか:to自のな

かに、市民総ぐωみの祭典が火きく騒動L.
ていた。

えilil>;とおもわせるような呂差しのな力、
d-}レデンクイ}クがはじまった27
わき白じ、鐸1間半境問緑化まつlfJis、八幡
山公室曹を舞台に3臼潤くbひろげられた。初
日の27臼は、第18回花いっぱい運動の苗
?に配布eζとしは、いままで行われてきたキ

配布をやめ、往復はがきによる応募方式。パラ

ゃYY27、きょうちくとうなど10種類のE台市
4500本を用意し、 }人でもさ与〈の市民(弓

雲丹開設〈務〉キ欝校時から

φ品思@冷凍サンマ@タラ:::!
4春場所 e花水公民館、須主立公民館、患士見公民主宮、楽委書
公主号館、松原公民館、八橋公民館、凶之宮公民豊富、主翼土公

民宣言、中原公民主宮、南原公民館、夜中際公民館、重量筒

公民館、ネ申83公民館、事実内団地祭会場、減差童公民宣言、
街1路公民館、金E日公主主主官、金包公主主主彦、ことE霊公民館、
吉沢公民主富、J[fj残務支所、平塚j言、市場

す葬畏穏談議へ

f吾i週水時望臼午前10ß'J~午後 3 時

消費生活コンサルタントが

非自重量!とのる
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十
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状
必
は
、



品月18日
鑓

T 19日 大野公E号館
'" 208 1自公民館 ※土沢撲協
ク 21日 須賀公民館※松原公民

銭
，t 24日平該保健所
7月初日才[jk公民館
ク 11日平底市民丙広E
(2白め〉

5月148 横内問主集会場 ※盟国
公民究官

T 17日 全日公民主官予夜間同公民
宮古

~ 18白神田公民健

? 19B 中原公民館
ρ24日 ※金田公民館
.p 25日八幡公民館※伊良公民

館

?-26臼大野公民館
ρ278 旭公民館※土沢農協
。28尽須賀公民館※松原公民

飽

7fヨ1臼平塚保健所
ρ17臼 花水公民波宮

'" 188 平塚市W0i電話

けられなiJ'った入は、務3歳こな
らないうちならば受けられます。

観時間・ 13時3(分~15E時まで。ただ

し※日jの会場は14時~15時。

額i盟問Eヨ獲
5月16日平塚保健所旭公民館

同士沢農協

t 17日 中原公民館念日公民館
※声〕崎公民飽

p 18臼 花水公民主宮平協市民病
院

官住所 花水台3の3 花水台で
じにぷら長村Jをを経営している長

討員間さん(30)と芸悦子さん(27)の
長男。浪花10i?リ}で身長76'宮、体重量12
~"O 京主E仁只Yóで 9 1l>月で揖き始め
たモうだ。ぎtちゃんは人見知白せず
言さにでも民主ょうをふDまくので、
f天ぷら芸li，)Jの詔反患子。話ち'"
んiJ住ていると'&カ明日るとか。ヲン

ちゃんの乏を弓!っ;まるので犬の方が

逃げ亡しま Jほど、いたずらもする

話ちゃλ。48年 6J116El生
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室

午
協
は
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時
半
j
m
m時
ま
で

母
子
府
内
山
手
帳
、

「海鼠街活動と青年部J 8月中旬
「中小小売般の体質改醤J 10月中旬

「楽しさを宛る商}苫街づくりJ 11月中包i

-jl若紫綬告若者の!3Eおな参加を求めています一

ヰ覇市、平理商ヱ会議所、平場時溜f主街連合金

康平揮商工事務所

f大型自民三宅玄寸調査の報告より〉

5月21臼〈火〉午後 i

3 
L1C 中小企業診断土駅 間~近藤乙彦

? 1留国合、吉越勝之

中小企業指導土伏見諜一、枝問一男
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盟主主聾・初巨1=接種当日に潟3:c1を
経過して縄ぺ才までの幼児c1遊

間¢間隔で 2回うける〉
迫力仔二昨年在日間接種を完了した幼

児 (1回〉

翻時間・ 13時3日分--15時まで。ただ
し来日7の去b窃は14時---15時。
臨巡回日程 cl回め〉
5月 7臼 横戸J団地集会j話*愛国

公民館

。10臼会仁1公民館以問1路公民
館

伸国公民主宮

中原公民館

市民七ジターでは利用者の慢をはずれるために

館内に業者が衣裳部を関設しています。

使用津拝金は次のとおDです。
1， t丁ち掛 5 ， OOC円 ~50， OOC内
2，振袖 2 ， 000月~30， OOOF守
3 ，フエデイジグドνス 2， OC 円 ~15， OOOfIl 
モF ニング 約百円~ 2，000f弓
5，紋 扱 2 ， 00併弓~ 5，OOC円
ι王宮 袖 1 ， OOC円~ 5，OCむ円
。上言己の担金は館内の利用車j協でj;-o

挙式の申し込みは、 6ヶ月前から10日戸ijまで
受け付けておj)ます。
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ベき器であるJと、兄弟が皇位の

譲 D合いをしたことが、わが露の
古い箆史書蓄に毅っている。

乙の官話の、兄弟応対の撞踏を

描いたのが、この版画である。前

世向いているのかうぺ雀命ーのちの

仁者ま疋嘉ーで、問題は議選稚郎子

命である。

寂軍部こは「辻主控書堂刀j とのみ

あって、作者も出版元も間際でな

いが、いまだかつて見たととのえ誌

い珍闘である。なお、乙の蕗珪罰の

上部こ「家庭修身絡磁Jとある占
ζろをみると、 ζうした修護軍YJ~苦
豊富を幾重寝か組んで販苑したもの@

}放と添われる。

議議稚邸子骨と児時

調巡回沼署霊?ι 月初日 f月J、11日〈火J横浜ゴ
ム

時一一一一 o戸司一一ー司 o一一一一一

ややこ協力晶君がとうございましたく>0
葉松イι主君王宮、高周波熱額43本、金田地区自治会
31本、豊田地区自治会京、平認なでしと:ヨイt

ンズククブ175京、東海大学298;者
料金100月亀鳴かも
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